令和８年度 全国基本調査 記入の仕方

＜回答方法＞
○第１部：回答用Excelファイル（メールに添付されたもの、または全難言協HPよりダウンロードしたもの）にデータを入力し、全難言協調査・対策部のメールアドレス（zennangen.chotai@gmail.com）に返送をお願いします。

○第２部：下記URLまたは、QRコード読み取りにて、アクセスし、Googleフォームにてご回答ください。
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URL：https://forms.gle/2VoCRSSo2PJLy3DF7



＜諸注意＞
○令和８年４月３０日現在で記入をお願いします。QRコード

○本調査においては、
　　「難言学級」→設置に子供の在籍を必要とする学級
　　「難言通級指導教室」→教員の配置に、子供の在籍を必要としない教室 
という定義をしています。
○本調査における「研究組織」とは、「秋田県聴覚・言語障がい教育研究会」「石川県特別支援教育研究会　通級指導部会」のように、各都道府県の研究・研修団体を指します。


＜各調査項目について＞

第１部　難言学級と難言通級指導教室に関する調査　メールで回答（Excel）
調査項目：Excelファイルに参照

詳細
（１）設置校数について
　　※前年度に比べて、減っている場合は「－」で校数を記入してください。

（２）教員数と指導対象人数について　
　　※「認可」の対象は、各都道府県市町村教委が教員配置の算定を行う幼児・児童・生徒です。
・「難言学級」の場合→在籍している人数と通級のための個別教育課程届を出す人数
　　・「難言通級指導教室」の場合→個別教育課程届を出す人数
なお、情緒の通級と難言の通級を併せた教室（名称：総合教室など）の場合、「個別教育課程届」を「言語障害」として提出している児童・生徒の数をカウントしてください。
※「認可外」は、個別教育課程を提出せず、１回以上相談・検査、指導したケースのことです。
※難言通級指導教室として、難聴と言語のどちらの児童・生徒も担当している場合の教員数は、「言語」ではなく、「難聴」に入れてください。



第２部　研究組織の運営について　オンライン回答（Googleフォーム）
調査項目
１．回答者について						
①都道府県名、②回答者名、③学校名、
④回答者は各都道府県研究組織の代表者であるか（はい・いいえ）
⑤令和８年度 全国基本調査（Excelデータ）の回答（メール）をすでにしたか（はい・いいえ）
２．研究組織について
①組織名　例：東京都公立学校難聴言語教育研究会
②組織のあり方
３．事務局について
①事務局の決め方（輪番制・協議性・固定制・その他）、
②事務局の任期（1年・2年・3年以上・特に決まりなし）、③役員会の有無（有・無）
④役員会の開催頻度（月に1度・学期に一度・必要に応じて・その他）、⑤総会の有無（有・無）
４．会員について	
①会員数　（再任用・講師を含む）（　　人）②加盟校数（　　校）
③加盟が任意かどうか（任意・自動・半自動）	
５．予算・会費（分担金）について
①年間の予算（　　　円）②都道府県行政の負担分（　　　円）
③年会費・分担金の負担対象（複数回答可）（会員個人・設置校・在籍校・市区町村行政）
④年会費・分担金額（単価）（　　　円）
６．研修について
①年間の主催研修会の回数（　　　回）②研修会のもち方（対面・オンライン・ハイブリッド）
③研修会の内容（自由記述）
④研修会の対象（複数回答可）（全会員・若手教員・管理職・在籍校担任）
⑤研修会が出張扱いになるか（出張扱い・出張扱いにならない）
７．課題について
①組織運営上の課題（自由記述）②今後の活動の見通し（自由記述）	


詳細
２．研究組織について
（２）組織のあり方
難聴言語独自組織、難聴独自組織、言語独自組織、難聴言語発達障害合同組織、
特別支援教育連盟の難聴言語部会、特別支援教育連盟の通級部会、その他　から選択してください
３．事務局について
（１）事務局の決め方
研究組織の事務局の決定方法について、輪番制（数年先まで担う順番が決まっている）・
協議性・固定制（決まった学校、個人が担っている）・その他　から選択してください
（３）役員会の有無
研究組織を運営するための役員会がある場合は「有」を選択してください。
（４）総会の有無（有・無）
全会員が集う（対面・オンライン・ハイブリッド）機会がある場合は、「有」を選択してください
４．会員について
（１）会員数
研究組織の会員数（再任用、講師を含む）を記入してください
（２）加盟校数
研究組織に加入している学校数を記入してください。
（３）加盟が任意かどうか
任意（加盟するかどうか、個人で判断できる）、自動（設置校に在籍すると自動的に加盟することになる）、半自動（個人で判断できることになっているが、全員加盟している）


５．予算・会費（分担金）について
（１）年間の予算
研究組織全体として、執行できる予算額を記入してください。

（２）都道府県行政の負担分
研究組織の予算に対して、都道府県が補助金等を出している場合はその額を記入してください
（３）年会費・分担金の負担対象
会員個人（会員それぞれに年会費の支払い義務がある）、設置校（難言学級・教室を設置している学校にのみ支払い義務がある）、在籍校（設置校だけではなく、すべての学校に支払い義務がある）、市区町村行政（行政ごとに支払い義務がある）
６．研修について
（１）年間の主催研修会の回数
研究団体が主催している研修の回数（役員会、担任会などは含まない）を記入してください
（３）研修会の内容
例：聴覚障害児の基礎、構音指導について、WISCの読み取り方
（４）研修会の対象
年間の研修会の中で、対象を限定している場合は、複数回答してください
（５）研修会が出張扱いになるか
研修会への参加が勤務の一環である（交通費が支給される）場合は「出張扱い」を選択してください
７．課題について
（１）組織運営上の課題
研究組織を維持、運営する上で、課題と思われることをできるだけ詳しく記入してください
（２）今後の活動の見通し
組織の再編や別組織との統合等の方向性がある場合は記入してください



Googleフォーム回答手順の詳細 
①全難言協ホームページからGoogleフォームによるアンケートのリンクを開く。
②最初に回答者のメールアドレスを入力する（必須）
③回答を入力する。 そのページの入力が終わったら「次へ」ボタンを押す。 
※ページを移動する場合は、設問下の「次へ」「戻る」ボタンを使用して下さい。
④回答を送信する。回答が完了したら、最終ページ（５ページ）で「送信」ボタンを押す。
⑤全難言協調査・対策部メールアドレスに回答が送信されると共に、②で登録したメールアドレスに回答履歴が自動送信される。


＜お願い＞
○第２部は第２全国理事会（8/6）で中間報告として提出する予定です。回答〆切期日（6/30）厳守でお願いします。
○第１部については、提出が遅れる場合は、その旨と提出期日の見通しをご連絡ください。
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